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Ｑ
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
は
、
す
べ
て
の
損
害
が
賠
償
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
一
般
に
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
範
囲
（
一
般

人
が
通
常
こ
の
よ
う
な
原
因
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
果
が
予
想
し
う
る
範
囲
）

に
つ
い
て
賠
償
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
損
害
額
は
、
実
務
で
は
裁
判
例
や
自

賠
責
保
険
、
任
意
保
険
に
お
け
る
保
険
金
支
払
基
準
な
ど
を
考
慮
し
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
以
上
の
基
準
の
う
ち
、
一
般
的
に
は
裁
判
所
の
基
準
が
一

番
高
く
、
任
意
保
険
、
自
賠
責
保
険
の
順
で
低
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
損
害
項
目
や
算
定
方
法
等
は
、
次
問
以
下
で
ご
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
私
は
、
駐
車
場
に
乗
用
車
を
停
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
隣
に
駐
車
し

よ
う
と
バ
ッ
ク
し
て
き
た
Ｙ
運
転
の
乗
用
車
に
衝
突
さ
れ
て
、
私

の
車
の
一
部
が
損
傷
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｙ
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
損

害
賠
償
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
物
損
事
故
の
損
害
と
し
て
は
、
次
の
損
害
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

１　

修
理
費

あ
な
た
の
車
を
事
故
直
前
の
車
両
状
態
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
社
会

的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
・
範
囲
で
修
理
を
行
う
費
用
を
い
い
ま
す
。

修
理
が
不
能
ま
た
は
修
理
費
の
方
が
高
い
場
合
は
事
故
時
の
車
両
価
格
、

い
わ
ゆ
る
時
価
が
損
害
額
と
な
り
ま
す
。
被
害
者
が
特
別
な
愛
着
を
持
っ

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、

被
害
に
遭
っ
た
場
合
の

基
本
知
識
②
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て
い
た
車
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
時
価
を
上
回
る
修
理
費
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

中
古
車
の
時
価
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
と
同
一
の
車
種
、
年
式
、
型
、

同
程
度
の
使
用
状
態
な
ど
の
中
古
車
市
場
で
の
取
引
価
額
で
す
。
こ
の
取

引
価
格
は
、
中
古
車
価
格
月
報
（
い
わ
ゆ
る
レ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
）
等
を
参
考

に
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２　

評
価
損
（
格
落
ち
損
）

修
理
し
て
も
外
観
や
機
能
に
欠
陥
が
生
じ
た
り
、
現
実
の
取
引
で
修
理
・

事
故
歴
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
価
値
の
下
落
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
車
両
の
登
録
日
か
ら
事
故
ま
で
の
期
間
、
車
種
（
主
に
高
級
車
）

等
に
よ
っ
て
は
、
修
理
費
の
二
〇
％
か
ら
四
〇
％
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
例

も
あ
り
ま
す
。

３　

代
車
使
用
料

修
理
又
は
車
両
買
い
替
え
の
た
め
、
社
会
的
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
期

間
、
代
車
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
代
車
使
用
の
車
種
は
、
事
故
車
と

同
程
度
の
車
両
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
期
間
は
、
通
常
は
一
ヶ
月
以
内
が
相

当
な
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

物
損
に
関
連
す
る
慰
謝
料

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

５　

そ
の
他
登
録
手
続
関
係
費
、
雑
費

買
い
替
え
の
た
め
に
必
要
に
な
っ

た
登
録
手
数
料
、
車
庫
証
明
手
続
料
、

納
車
手
数
料
、
廃
車
解
体
費
用
、
自

動
車
取
得
税
は
損
害
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
す
。

Ｑ
人
身
事
故
（
傷
害
）

事
故
に
よ
っ
て
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
損
害
が

認
め
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
人
身
事
故
（
傷
害
）
の
損
害
は
、大
き
く
「
積
極
損
害
」「
消
極
損
害
」

「
慰
謝
料
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

１　

積
極
損
害
（
治
療
費
等
、
事
故
に
よ
り
被
害
と
し
て
現
実
に
金
銭
を

支
出
し
た
損
害
を
い
い
ま
す
）

①
治
療
費

必
要
か
つ
相
当
な
実
費
全
額
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
治
療
の
必
要
性
、
相

当
性
が
な
い
と
き
は
過
剰
診
療
、
高
額
診
療
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
ム
チ
打
ち
傷
（
頚
椎
捻
挫
）
な
ど
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

②
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
費
用
、
温
泉
治
療
費
、
特
別
室
使
用
料

医
師
の
指
示
が
あ
る
等
、
治
療
上
有
効
か
つ
必
要
が
あ
る
場
合
に
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
付
添
看
護
費

医
師
の
指
示
、
ま
た
は
受
傷
の
程
度
、
被
害
者
の
年
齢
等
に
よ
り
必
要

が
あ
れ
ば
、
職
業
付
添
人
に
は
実
費
全
額
、
近
親
者
付
添
人
に
は
一
日
に

つ
き
定
額
が
損
害
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

④
将
来
の
介
護
費

必
要
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
入
通
雑
費
（
一
日
に
つ
き
自
賠
責
基
準
で
は
一
一
〇
〇
円
、
日
弁
連
基

準
で
は
一
五
〇
〇
円
）、
通
院
交
通
費
（
実
費
相
当
額
）。

２　

消
極
損
害
（
休
業
や
負
傷
に
よ
り
、
本
来
事
故
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
損
害
を
い
い
ま
す
）
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①
休
業
損
害

事
故
前
の
収
入
を
基
礎
と

し
て
、
受
傷
に
よ
る
休
業
で

実
際
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
収

入
額
が
休
業
損
害
で
す
。
事

故
前
三
ヶ
月
の
収
入
実
績
に

よ
っ
て
一
日
あ
た
り
の
収
入

を
算
出
し
、
そ
れ
に
事
故
に

よ
っ
て
就
労
で
き
な
か
っ
た

日
数
を
乗
じ
て
休
業
損
害
を

算
出
し
ま
す
。
給
与
所
得
者

は
、
給
与
証
明
書
、
源
泉
徴

収
票
の
他
、
勤
務
先
の
休
業

証
明
書
が
必
要
で
す
。事
業
所
得
者
は
、事
故
前
年
の
確
定
申
告
書
の
控（
税

務
署
の
受
付
印
が
あ
る
も
の
）、
納
税
証
明
書
等
に
よ
り
収
入
を
証
明
す
る

も
の
が
必
要
で
す
。
家
事
従
事
者
、
失
業
者
、
学
生
、
幼
児
等
の
収
入
を

証
明
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
賃
金
セ
ン
サ
ス
の
平
均
賃
金
を
基
礎
に

算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
後
遺
障
害
に
よ
る
逸
失
利
益

受
傷
の
治
療
自
体
は
終
っ
て
も
手
足
の
欠
損
、
失
明
な
ど
の
よ
う
に
障

害
が
残
る
場
合
と
、
そ
れ
以
上
治
療
を
継
続
し
て
も
症
状
の
改
善
が
望
め

な
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
（
こ
れ
を
「
症
状
固
定
」
と
い
い
ま
す
）
に
治

療
は
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
に
残
っ
た
損
害
を
い
い
ま
す
。

後
遺
障
害
は
、
医
師
の
後
遺
障
害
診
断
書
等
の
資
料
に
よ
り
、
損
害
保

険
料
率
算
出
機
構
ま
た
は
訴
訟
で
裁
判
所
が
認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
補

償
さ
れ
る
も
の
で
、
自
賠
法
で
は
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
り
一
級
か
ら

一
四
級
ま
で
の
ラ
ン
ク
付
（
労
働
能
力
の
喪
失
率
）
を
し
て
補
償
し
て
い

ま
す
。

逸
失
利
益
は
、
被
害
者
が
事
故
に
遭
わ
な
け
れ
ば
将
来
得
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
所
得
の
こ
と
で
、
そ
の
算
定
は
、
受
傷
に
よ
る
労
働
能
力
の
低
下
の

程
度
、
収
入
の
減
少
、
将
来
の
昇
進
、
転
職
、
失
業
な
ど
の
不
利
益
の
可

能
性
や
日
常
生
活
の
不
便
等
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。
そ
の
計
算
式
は

次
の
と
お
り
で
す
。

基※
注
１礎

収
入
×
労※

注
２働

能
力
喪
失
率
×
労※

注
３働

能
力
喪
失
期
間
に
対
応
す
る
ラ

※
注
４

イ
プ
ニ
ッ
ツ
係
数
＝
逸
失
利
益

※
注
１
…
こ
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
収
入
は
、
休
業
補
償
の
算
定
と
同
様

で
、
原
則
と
し
て
事
故
前
の
収
入
を
基
礎
と
し
ま
す
が
、
将
来
、
現
実

収
入
額
以
上
の
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
の
立
証
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
金

額
が
基
礎
収
入
と
な
り
ま
す
。

※
注
２
…
労
働
能
力
喪
失
率
は
、
労
働
災
害
の
そ
れ
を
参
考
に
被
害
者
の

後
遺
障
害
の
内
容
、
程
度
、
職
業
・
稼
動
状
況
や
収
入
の
推
移
等
を
考

慮
し
て
認
定
し
ま
す
。

※
注
３
…
労
働
能
力
喪
失
の
始
期
は
症
状
固
定
日
で
あ
り
、
そ
の
終
期
は
、

原
則
と
し
て
六
七
歳
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
注
４
…
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
係
数
と
は
、
逸
失
利
益
が
将
来
生
じ
る
損
害
で

す
か
ら
、
こ
れ
を
現
在
一
時
に
請
求
す
る
場
合
に
、
そ
の
中
間
利
息
を

控
除
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
控
除
す
る
複
利
年
金
現
価
方
式
を
い
い

ま
す
。
現
在
の
裁
判
例
で
は
こ
の
方
式
を
用
い
ま
す
。

（
計
算
例
）
症
状
固
定
時
の
年
齢
五
〇
歳
で
年
収
六
〇
〇
万
円
の
男
子
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
傷
害
を
負
い
後
遺
障
害
に
よ
る
労
働
能
力
が
二
〇
％
低
下

（
後
遺
障
等
級
一
一
級
）
し
た
場
合
の
逸
失
利
益
。

　

六
〇
〇
万
円
×
〇
・
二
×
一
一
・
二
七
四
＝
一
三
五
二
万
八
八
〇
〇
円

（
基
礎
収
入
）（
労
働
能
力
喪
失
率
）（
五
〇
歳
か
ら
六
七
歳
ま
で
の
就
労
可

能
期
間
一
七
年
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
係
数
）

３　

慰
謝
料

慰
謝
料
は
、
精
神
的
苦
痛
の
問
題
な
の
で
、
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
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す
が
、
多
く
の
裁
判
例
か
ら
客
観
性
の
高
い
基
準
を
選
び
出
し
て
、
そ
の

基
準
に
よ
り
客
観
的
に
慰
謝
料
額
を
算
出
し
ま
す
。

こ
の
請
求
を
で
き
る
者
は
、
原
則
と
し
て
被
害
者
本
人
で
す
が
、
例
外

的
に
被
害
者
が
生
命
を
害
さ
れ
た
場
合
と
同
程
度
の
精
神
的
苦
痛
を
受
け

た
場
合
に
被
害
者
の
親
、
配
偶
者
、
子
供
、
兄
弟
等
に
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

①
傷
害
慰
謝
料
（
入
通
院
慰
謝
料
）

原
則
と
し
て
、
入
通
院
期
間
を
基
礎
と
し
て
、
算
定
基
準
表
に
よ
り
算

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
院
が
長
期
に
わ
た
り
、
実
日
数
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
場
合
に
は
、
実

日
数
の
三
・
五
倍
程
度
を
目
安
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
後
遺
障
害
慰
謝
料

後
遺
障
害
の
等
級
に
応
じ
て
支
払
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
日
弁

連
基
準
で
は
一
等
級
二
八
〇
〇
万
円
か
ら
一
四
等
級
一
一
〇
万
円
ま
で
の
、

自
賠
責
保
険
基
準
は
、
一
等
級
一
一
〇
〇
万
円
か
ら
一
四
等
級
三
二
万
円

ま
で
の
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
加
害
者
に
故
意
・
重
過
失
（
無

免
許
、
酒
酔
い
、
ひ
き
逃
げ
、
著
し
い
速
度
違
反
、
故
意
の
赤
信
号
無
視
）

あ
る
い
は
著
し
い
不
誠
実
な
態
度
が
あ
る
場
合
は
増
額
事
由
と
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
人
身
（
死
亡
）
事
故

死
亡
事
故
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
損
害
が
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ
人
身
（
傷
害
）
事
故
の
損
害
項
目
の
他
、
次
の
損
害
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

①
葬
儀
費
、
法
要
費

②
逸
失
利
益

死
亡
事
故
の
場
合
、
被
害
者
が
生
き
て
い
れ
ば
「
将
来
、
得
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
利
益
」
を
い
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
基
礎
収
入
額
を
基
準
と
し
て
、

こ
こ
か
ら
生
活
費
控
除
率
（
被
害
者
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
必
要
な
生

活
費
）
を
控
除
し
ま
す
。
一
家
の
支
柱
（
被
扶
養
者
一
人
）
の
場
合
四
〇
％
、

被
害
者
が
男
子
（
独
身
、幼
児
）
の
場
合
五
〇
％
、被
害
者
が
女
子
（
主
婦
、

独
身
、
幼
児
）
の
場
合
三
〇
％
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

自
賠
法
は
、
死
亡
の
逸
失
利
益
・
慰
謝
料
・
葬
儀
費
用
を
併
せ
て

三
〇
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

③
死
亡
慰
謝
料

一
応
算
定
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
事
由
を
斟
酌
し

て
増
減
さ
れ
ま
す
。

日
弁
連
基
準
で
は
、
①
一
家
の
支
柱
二
八
〇
〇
万
円
、
②
母
親
、
配
偶

者
二
四
〇
〇
万
円
、
③
そ
の
他
二
〇
〇
〇
〜
二
二
〇
〇
万
円
、
自
賠
責
基

準
で
は
、
①
被
害
者
本
人
三
五
〇
万
円
、
②
遺
族
の
慰
謝
料
（
１
）
請
求

人
一
人
の
場
合
五
五
〇
万
円
、（
２
）
二
人
の
場
合
六
五
〇
万
円
、（
３
）

三
人
以
上
の
場
合
七
五
〇
万
円
（
な
お
、
被
害
者
に
被
扶
養
者
が
い
る
と

き
は
、
二
〇
〇
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
示
談
を
す
る
場
合
の
注
意
点
を

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
示
談
は
、
双
方
が
譲
歩
し
円
満
に
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
費
用
も
か

か
ら
ず
容
易
に
迅
速
な
解
決
が
図
ら
れ
る
最
も
良
い
解
決
方
法
で

す
が
、
示
談
が
一
旦
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、
後
で
そ
れ
以
上
の
損
害

が
発
生
し
て
も
、
原
則
と
し
て
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ま
だ
治
療
を
続
け
て
い
る
場
合
や
治
療
を
続
け
た
い
場
合
に

は
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
、
症
状
が
固
定
し
て
か
ら
示
談
す
べ
き
で
す
。

安
易
な
示
談
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
代
理
人
と
の
交
渉
の
場
合
に
は
、
相

手
方
の
代
理
権
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
い
わ
ゆ
る
事

件
屋
に
交
渉
を
依
頼
す
る
の
は
危
険
で
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

示
談
で
は
、
当
然
に
そ
の
支
払
が
履
行
さ
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

違
約
条
項
を
入
れ
る
の
は
勿
論
、
連
帯
保
証
人
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
や
、

で
き
れ
ば
公
正
証
書
等
に
し
て
お
く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。


